
第７分科会－５                     テーマ 新しい生活様式における取組み 

 

リニューアル後の挑戦 

－新しい取り組み－ 

 社会福祉法人奉優会 デイホーム奥沢  

水内 寿美子、田代 さおり、木村 孟  

 （リニューアル 新しい取り組み ＩＣＴ活用） 
 

１．目的 

 デイホーム奥沢は今年で開所 16周年を迎えました。床や浴室などの老朽化も目立ち始めて、ご利用

者の安全面を維持するために、リニューアル工事を実施しました。一時休業をして、コロナ禍で生ま

れ変わったデイホーム奥沢の新しい取り組みをお伝えします。 

 

２．実践内容 

令和 3年 3月～4 月に掛けて、デイホーム奥沢はリニューアル工事を行いました。工事開始前には、

ご利用者・ご家族・ケアマネジャーに説明をさせていただき、休業中の過ごし方を相談させていただ

きました。デイホームの利用を継続される方（7割）、他のデイサービスを一時的に利用される方（1

割）、自宅で 1か月過ごす方（1割）、ショートステイを活用される方（1 割）という結果でした。デイ

ホームの利用を希望される方は、同法人内のデイホーム野沢・等々力の家デイホーム・奉優デイサー

ビス川崎有馬の 3 カ所に振り分けさせていただきました。その後は、送迎ルートの調整、振り分け先

のデイサービスとの入浴枠の調整、お一人お一人の対応方法・処置方法の引継ぎ、職員のシフト調整

など、各事業所責任者や看護師に相談し申し送りをしました。4月工事開始とともに、ご利用者も 3 カ

所のデイサービスの一時的利用開始。デイホーム奥沢の職員も 3カ所に振り分け、顔なじみの職員が

いる環境作りをしました。送迎・入浴も馴染みの職員が対応することで、安心して頂けました。振り

分け先事業所では、奥沢で導入予定のプロジェクターを活用したプログラムを始めているため、職員

の研修にも役立ちました。リフォーム工事では、フロア床張り替え、トイレ扉交換、Wi-Fi 設置、大型

スクリーン（プロジェクター）設置。3階にある入浴設備は 2 か月を掛けて全面工事を行いました。 

 

   

 

３．結果 

5 月 1日、営業再開。久しぶりにお会いするご利用者、職員たちからは、「お元気でしたか？」「どこ

に行っていらしたの？」「お会いできて嬉しいわ」など涙を流しながら再開を喜ばれる方もいました。

「床がきれいになって、転ぶ心配がないわね」「テレビが大きくなって、とても見やすい」「外を見な
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がらお風呂に入れて幸せ」などリフォーム工事を終えたフロアを見ておっしゃってくださいました。

また、新しい取り組みとして、ICT の活用を開始。コロナ禍によりボランティアを自粛しているため、

閉鎖的であったプログラムが、Wi-Fi を設定することで、インターネットを活用したプログラムの充実

とプログラムで使う動画をプロジェクターで映すことで、離れた席からでも見ることが出来、以前よ

りも幅広い活動ができるようになりました。同法人のデイサービスと合同レクとして PT体操や敬老会

イベント、ボランティアのヨガ体操、オンラインツアーによる北海道旅行、吉本工業のお笑いレクに

も参加。以前から行っていた、絵描きクイズはタブレットも活用して提供しています。                               

 

４．考察と今後の課題 

 最初に、ご利用者・ご家族・ケアマネジャーには多大なるご迷惑と

ご理解・ご協力を賜りまして誠にありがとうございました。送迎ルー

トの違いや事業所・職員が変わることで、多少混乱される方もいまし

たが、馴染みの職員を各事業所に配置したことで、安心してご利用頂

けたと感じています。コロナ渦により、活動に制限がある中で ICT を

取り入れることで、プログラムの幅も広げることができました。最近では、オンライン会議も気軽に

行われるようになっています。今後の課題として、パソコンやプロジェクターの操作が苦手な職員の

ために勉強会の開催。さらに ICT 活用をしたプログラムのレパートリーを増やすことです。 

まだまだコロナ渦ではありますが、感染対策もしながら地域の方にもご利用いただける環境作りも

考えて、取り組んでいけたらと思っています。 
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＜助言者コメント＞ 板谷 雅光（社会福祉法人世田谷区社会福祉事業団理事長） 
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このところのコロナ禍に伴い、多くの法人でデイホームは苦戦が続いています。如何に安心してご利

用いただくか、さらにはより快適に楽しい時間をお過ごしいただくか、今ほど問われていることはない

と思います。そうした中、リニューアルに取り組まれたことに、大変興味を覚えました。 

 工事内容をみると、安全性の追求と楽しみの増幅の意図が感じられます。特にご利用者にとっては、

入浴はデイホーム利用における最大の楽しみであり、２か月もの時間をかけて全面工事をおこなわれた

ことは、納得できます。また Wi-Fi 設置もこれからのソフト充実に向けて有意義な取り組みです。まさ

にデイホーム改修のお手本となるポイントを押さえていると言えます。 

 一方、高齢者が利用者という施設特性、日帰りサービスという観点からは、人間関係（ご利用者との

コミュニケーション）を如何に維持するかが重要です。法人内の他デイホームの活用により、馴染みの

職員が対応することで、ご利用者の不安の回避と個々人のサービス低下の回避が出来た点は素晴らしい

と思います。 

 今後は、新たな施設環境をどの様に活用し、ご利用者へのサービス充実に繋げていくかが重要となり

ます。ICT 活用は非接触による感染症リスクの低減、ビジュアルに訴える楽しさの増幅の可能性が大き

く、すでに実践されている内容も興味深いものがあります。１施設にとどまらず法人内のソフトの底上

げにも資する可能性がふくらみます。 

 引き続き創意工夫を重ねるとともに区民学会において継続的に発表していただき、多くの法人に刺激

を与えて頂くことを希望いたします。 
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